
学会等助成
報告 第19回日本統合失調症学会

会　　長 金沢  徹文  （神経精神医学教室  教授）

2025（令和7）年4月26日（土）・27日（日）
の両日、本学看護学部講堂にて第19回日本統
合失調症学会を開催いたしました。本学会は、
疾患名を冠した希少な学会の一つであり、統合
失調症という精神疾患に焦点を当てています。
この病気は青年期から20代にかけて約100人
に1人が発症するとされ、妄想や幻覚を主症状
とする一方、陰性症状と呼ばれる無為自閉に至
ることもある極めて重篤な疾患です。患者さん
の多くが生涯にわたり抗精神病薬による治療を
必要とするため、その影響は非常に大きなもの
となります。

私は精神科医としてキャリアをスタートした
際、ある患者さんの発症から治療に携わり、そ
の疾患が生涯にわたって患者さんやご家族に及
ぼす影響に強い衝撃を受けました。その経験を
きっかけに、病因の解明を目指してアメリカや
オーストラリアで遺伝子解析を基盤とした研究に
従事し、日本では統合失調症の診療ガイドライ
ン作成にも携わってまいりました。統合失調症
は、私のキャリアを通じて中心的なテーマであり
続けています。

そのような背景の中、今回、学会より大会長
の大役を仰せつかり、「種撒く人が集う日」とい
うテーマを掲げて学会を企画しました。この
テーマに合わせ、山梨県立美術館から許可をい
ただき、ジャン・フランソワ・ミレーが描いた名
画『種撒く人』をポスター（図1）に使用いたしま
した。さらに、この学会では様々な企画を通じ
て新たな視点や学びを提供することを目指しま
した。

特に注目を集めたのは、統合失調症の姉を撮

影したドキュメンタリー映画『どうすればよかっ
たのか』を発表した藤野知明監督をお迎えしての
トークセッションです（写真1）。また、市民公開
講座では、元ガンバ大阪でサッカー日本代表と
して活躍された永島昭浩氏を講師にお迎えし、
貴重なお話を伺う機会を設けました。懇親会
は、安満遺跡公園内にある「Sundays Bake」
にて開催し、ピザを囲みながら参加者同士が和
やかに交流を深める場となりました。

本学会の最大の特徴は、統合失調症を患う患
者さんやそのご家族を積極的にお招きしている
点です。今回の学会には、予想を大きく上回る
620名以上の方々にご来場いただき、ほとん
どのシンポジウムや企画は満席となり、立ち見
の方が出るほどの盛況ぶりでした。患者さんご
自身にもシンポジウムでご登壇いただくことで、
貴重な体験を共有していただき、聴衆にとって
も多くの学びと情報交換の場を提供することが
できたと考えております。

統合失調症は非常に辛い病気ではあります
が、近年ではピアサポーター（統合失調症の当
事者が同じ病気となった方の援助者になること）
の活躍や法的支援の進展、新薬の大規模治験
の計画といった明るい兆しも見えつつあります。
「種撒く人」というテーマに込めた思いが実を結
ぶ時代が少しでも早く訪れることを願ってやみ
ません。

最後になりましたが、本学会の開催にあたり、
多大なるご支援とご協力を賜りました大阪医科
薬科大学医師会の皆様に、この場をお借りして
深く感謝申し上げます。

図1：学会ポスター 写真1：トークセッションの様子
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2025（令和7）年4月26日（土）・27日（日）
の両日、本学看護学部講堂にて第19回日本統
合失調症学会を開催いたしました。本学会は、
疾患名を冠した希少な学会の一つであり、統合
失調症という精神疾患に焦点を当てています。
この病気は青年期から20代にかけて約100人
に1人が発症するとされ、妄想や幻覚を主症状
とする一方、陰性症状と呼ばれる無為自閉に至
ることもある極めて重篤な疾患です。患者さん
の多くが生涯にわたり抗精神病薬による治療を
必要とするため、その影響は非常に大きなもの
となります。

私は精神科医としてキャリアをスタートした
際、ある患者さんの発症から治療に携わり、そ
の疾患が生涯にわたって患者さんやご家族に及
ぼす影響に強い衝撃を受けました。その経験を
きっかけに、病因の解明を目指してアメリカや
オーストラリアで遺伝子解析を基盤とした研究に
従事し、日本では統合失調症の診療ガイドライ
ン作成にも携わってまいりました。統合失調症
は、私のキャリアを通じて中心的なテーマであり
続けています。

そのような背景の中、今回、学会より大会長
の大役を仰せつかり、「種撒く人が集う日」とい
うテーマを掲げて学会を企画しました。この
テーマに合わせ、山梨県立美術館から許可をい
ただき、ジャン・フランソワ・ミレーが描いた名
画『種撒く人』をポスター（図1）に使用いたしま
した。さらに、この学会では様々な企画を通じ
て新たな視点や学びを提供することを目指しま
した。

特に注目を集めたのは、統合失調症の姉を撮

影したドキュメンタリー映画『どうすればよかっ
たのか』を発表した藤野知明監督をお迎えしての
トークセッションです（写真1）。また、市民公開
講座では、元ガンバ大阪でサッカー日本代表と
して活躍された永島昭浩氏を講師にお迎えし、
貴重なお話を伺う機会を設けました。懇親会
は、安満遺跡公園内にある「Sundays Bake」
にて開催し、ピザを囲みながら参加者同士が和
やかに交流を深める場となりました。

本学会の最大の特徴は、統合失調症を患う患
者さんやそのご家族を積極的にお招きしている
点です。今回の学会には、予想を大きく上回る
620名以上の方々にご来場いただき、ほとん
どのシンポジウムや企画は満席となり、立ち見
の方が出るほどの盛況ぶりでした。患者さんご
自身にもシンポジウムでご登壇いただくことで、
貴重な体験を共有していただき、聴衆にとって
も多くの学びと情報交換の場を提供することが
できたと考えております。

統合失調症は非常に辛い病気ではあります
が、近年ではピアサポーター（統合失調症の当
事者が同じ病気となった方の援助者になること）
の活躍や法的支援の進展、新薬の大規模治験
の計画といった明るい兆しも見えつつあります。
「種撒く人」というテーマに込めた思いが実を結
ぶ時代が少しでも早く訪れることを願ってやみ
ません。

最後になりましたが、本学会の開催にあたり、
多大なるご支援とご協力を賜りました大阪医科
薬科大学医師会の皆様に、この場をお借りして
深く感謝申し上げます。

写真2：学会終了後の集合写真
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学会等助成
報告 第17回日本蘇生科学シンポジウム

会　　長 新田  雅彦  （ 小児科学教室／救急医学教室
  医療安全推進室  室長）

2025年7月5日（土）、東京都・虎ノ門ヒル
ズフォーラムにおいて「第17回 日本蘇生科学シ
ンポジウム（17th J-ReSS）」を開催いたしまし
た。J-ReSSは日本蘇生協議会※1（JRC）が主
催し、会員25団体のうち11の理事学会※2が
共催する学術集会であり、毎年、関連する学術
集会に併設して実施されています。

今回は「第38回 日本小児救急医学会学術集
会」（会長：聖マリアンナ医科大学 小児科学講座 
清水直樹主任教授）に併設され、また、第38
回 学術集会は「第32回 小児集中治療ワーク
ショップ」（大会長：兵庫県立こども病院 小児集
中治療センター 黒澤寛史センター長）と合同開
催され、3つの集会が同時開催される意義深い
学 術の場となりました。学 会 参 加 数は、
J-ReSS単 独で46名、併設された学会で
1,121名（7月14日現在）となり、多くの方々
にご参加いただきました。

J-ReSSは、米国心臓協会（AHA）が年次集
会に併設して開催するResuscitation Science 
Symposium（ReSS）を範として、救急蘇生科学
の進歩と発展、ならびに蘇生教育の普及を目的
に2008年より継続しています。特に本年は、
ILCOR（International Liaison Committee 
On Resuscitation：国際蘇生連絡委員会）※3が
2020年以降に公表したCoSTR（Consensus on 
Science with Treatment Recommendations）
に基づき、各国・地域の蘇生ガイドラインが改訂
される節目の年にあたり、学術的に極めて重要
な開催となりました。

今回のテーマは「“救命の
連鎖”を科学する～予防から
恢復まで～」とし、私（新田）
が会長講演「“救命の連鎖”
への想い～予防から恢復ま
でを見つめて～」を担当し、
日本における“救命の連鎖”
策定の歴史的経緯と今後の
展望について解説いたしま
した（写真1）。

教育講演では、ソウル大学 新生児科 金漢錫
教授（韓国小児科学会理事長、アジアオセアニア
周産期学会連盟会長）が「国際ガイドラインに基
づく新生児蘇生法の国内標準確立へのあゆみ－
韓国における取り組み」と題して、少子高齢化や
人口集中を背景とした韓国の取り組みをご紹介
くださいました。日本にとっても極めて示唆に
富む講演でした（写真2）。

9領域（BLS、ALS、PLS、NCPR、Maternal、
ECC、NR、FA、EIT）の共同座長および作業部
会メンバーが登壇し、公開されているCoSTR

を踏まえ、2025年改訂に向けた展望をご解説
いただきました。会場は立ち見が出るほどの盛
況であり、関心の高さがうかがえました。

午後には、フィラデルフィア小児病院 麻酔
集中治療科 Vinay Nadkarni教授を招聘し、
「Improving the Chain of  Sur v iva l  for 
Resuscitation of Children: Through the lens 
of a ‘looking glass’ and ‘crystal ball’」と題し
た特別講演を賜りました（写真3、4）。講演で
は、小児の心停止の予後
をいかに改善するかをテー
マにお話しいただきまし
た。現在の複雑な医療環
境の中、ガイドラインによ
る治療の標準化によって
悪い結果を良い結果に変
え、さらに個々の生理学
的特性を考慮した治療に
より、より良い治療結果を
もたらすと述べられました。また、Low dose, 
High frequencyによる教育が大きな効果をも
たらすことをエビデンスに基づき解説されまし
た。さらに、今後の医療においてはILCORが
提唱する「院内心停止におけるケアの質と転帰を
改善させるための10ステップ」※5に基づき、臨
床研究から診療の流れの中で質の評価のための

レジストリを活
用し、改善を繰
り返すことが重
要であると強調
されました。質
の評価における
最新のアプロー
チも紹介され、
まさに近未来の
日本の医療に
示唆を与える講
演でした。

午後には2つのパネルディスカッションが行わ
れました。

医療安全、救急、集中治療や循環器領域から
院内心停止の課題について講演いただき、ディ
スカッションでは、ウツタイン様式に基づいた院
内心停止登録様式の翻訳を行い、その重要性を
周知するとともに、データベース化して運用後
には誰でも利用可能なオープンデータとし、質
の検証を行うことの重要性が認識されました。
今後は医療安全分野との連携の必要性が確認さ
れ、またJRC代表理事の坂本哲也先生より、
会員学会の専門関係者が集う委員会・協議会の
設置について前向きな発言をいただきました。

小児の蘇生における人工呼吸の重要性や、コ
ロナ禍を経験してのバイスタンダー CPRにおけ
る小児人工呼吸の課題、分娩直後の新生児の
圧迫換気比と病態生理的観点からの違い、さら
に病院前救護・脳死判定・死因究明における小
児と成人の相違について、各領域のエキスパー
トから解説いただきました。小児蘇生の機会は
限られており、小児を日常的に診療する医療者
であっても非日常的で混乱を生じやすい一方、
救急医にとって蘇生は日常的業務であるもの
の、小児や家族対応には不慣れであることが指
摘されました。そのため、「救命の連鎖」を担う
多職種が協力し合う体制の構築と、ガイドライン
教育・普及の重要性が強調されました。また、
日常診療のみならず研究面においても医療者間
の協力が重要であるとされました。

一般演題は7題（pre-hospital：1題、ALS：
2題、PED：1題、EIT：3題）が 発 表 さ れ、
活発な討議が行われました。優秀演題は「JRC 
Okada Award」として表彰されました。この

写真1：会長講演

J-ReSSの沿革と開催の意義

開催プログラム：会長講演・教育講演※4

写真2：ソウル大学 新生児科 金漢錫教授（写真中央）と

シンポジウム
「JRC蘇生ガイドライン2025改訂に向けて」

「JRC Okada Award」は、初 代JRC会 長 故・
岡田和夫先生の多大なご貢献と業績※6を記念
し、ご本人のご意向により、若手研究者の育成
と研究推進に資することを目的として第8回
J-ReSSより設けられました。本年は、獨協医
科大学看護学部 茅島綾氏らの「RQIプログラム
を用いた医療従事者による乳児蘇生スキルの長
期的効果」が受賞しました。本研究は“low-dose, 
high-frequency”教育による胸骨圧迫スキルの
長期的維持を示したものであり、若手研究者の
育成に資する成果となりました。

小児領域の学会としては3度目の担当開催で
したが、小児のみならず成人を含め「救命の連
鎖」について多角的に議論する機会となり、学
術的にも大きな成果を挙げることができました。
開催にご協力いただいた関係各位に深く感謝申
し上げます。

　次回第18回J-ReSSは、2025年10月26
～27日に長崎で開催される「第54回 日本救急
医学会総会・学術集会」に併設され、長崎大学
病院 高度救命救急センター 田﨑修先生により
引き継がれる予定です。
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レジストリを活
用し、改善を繰
り返すことが重
要であると強調
されました。質
の評価における
最新のアプロー
チも紹介され、
まさに近未来の
日本の医療に
示唆を与える講
演でした。

午後には2つのパネルディスカッションが行わ
れました。

医療安全、救急、集中治療や循環器領域から
院内心停止の課題について講演いただき、ディ
スカッションでは、ウツタイン様式に基づいた院
内心停止登録様式の翻訳を行い、その重要性を
周知するとともに、データベース化して運用後
には誰でも利用可能なオープンデータとし、質
の検証を行うことの重要性が認識されました。
今後は医療安全分野との連携の必要性が確認さ
れ、またJRC代表理事の坂本哲也先生より、
会員学会の専門関係者が集う委員会・協議会の
設置について前向きな発言をいただきました。

小児の蘇生における人工呼吸の重要性や、コ
ロナ禍を経験してのバイスタンダー CPRにおけ
る小児人工呼吸の課題、分娩直後の新生児の
圧迫換気比と病態生理的観点からの違い、さら
に病院前救護・脳死判定・死因究明における小
児と成人の相違について、各領域のエキスパー
トから解説いただきました。小児蘇生の機会は
限られており、小児を日常的に診療する医療者
であっても非日常的で混乱を生じやすい一方、
救急医にとって蘇生は日常的業務であるもの
の、小児や家族対応には不慣れであることが指
摘されました。そのため、「救命の連鎖」を担う
多職種が協力し合う体制の構築と、ガイドライン
教育・普及の重要性が強調されました。また、
日常診療のみならず研究面においても医療者間
の協力が重要であるとされました。

一般演題は7題（pre-hospital：1題、ALS：
2題、PED：1題、EIT：3題）が 発 表 さ れ、
活発な討議が行われました。優秀演題は「JRC 
Okada Award」として表彰されました。この

海外招聘講演

パネルディスカッション

「こどもの蘇生にもう少し関わるために
 　　　　　　　　－大人との同異点」

一般演題とJRC Okada Award

「国際基準に基づく院内心停止登録システムの構築」

写真3：特別講演

「JRC Okada Award」は、初 代JRC会 長 故・
岡田和夫先生の多大なご貢献と業績※6を記念
し、ご本人のご意向により、若手研究者の育成
と研究推進に資することを目的として第8回
J-ReSSより設けられました。本年は、獨協医
科大学看護学部 茅島綾氏らの「RQIプログラム
を用いた医療従事者による乳児蘇生スキルの長
期的効果」が受賞しました。本研究は“low-dose, 
high-frequency”教育による胸骨圧迫スキルの
長期的維持を示したものであり、若手研究者の
育成に資する成果となりました。

小児領域の学会としては3度目の担当開催で
したが、小児のみならず成人を含め「救命の連
鎖」について多角的に議論する機会となり、学
術的にも大きな成果を挙げることができました。
開催にご協力いただいた関係各位に深く感謝申
し上げます。

　次回第18回J-ReSSは、2025年10月26
～27日に長崎で開催される「第54回 日本救急
医学会総会・学術集会」に併設され、長崎大学
病院 高度救命救急センター 田﨑修先生により
引き継がれる予定です。

写真4：フィラデルフィア小児病院
 麻酔集中治療科
 Vinay Nadkarni教授
 （写真左）
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